
(57)【要約】

【課題】本発明は、空間安定部からの光ファイバケーブ

ルを支持台内で螺旋状に設けることにより、光ファイバ

ケーブルの損傷及びモータの負荷軽減を得ることを目的

とする。

【解決手段】本発明による空間安定装置は、支持台(4)

内に設けられ螺旋状板(7)からなる螺旋状スロープ(8)と

、この螺旋状スロープ(8)内の螺旋状空間(14)内の内側

と外側にローラ(11,12)を設け、この螺旋状空間(14)内

に光ファイバケーブル(16)を螺旋状に案内させて収容す

る構成である。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 機 器 (2)を 有 し 複 数 軸 方 向 へ 回 動 す る 複 数 の 枠 体 (20,23,26)を 備 え た 空 間 安 定 部 (1)
と 、 前 記 空 間 安 定 部 (1)を 支 持 す る 支 持 台 (4)と 、 前 記 電 子 機 器 (2)に そ の 一 端 (16a)が 接 続
さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル (16)と か ら な る 空 間 安 定 装 置 に お い て 、
　 前 記 支 持 台 (4)内 に 設 け ら れ 螺 旋 状 板 (7)か ら な る 螺 旋 状 ス ロ ー プ (8)と 、 前 記 螺 旋 状 ス
ロ ー プ (8)の 各 螺 旋 状 板 (7)間 の 内 縁 側 (10)及 び 外 縁 側 (9)に 配 設 さ れ た 複 数 の 内 側 ロ ー ラ (
12)及 び 外 側 ロ ー ラ (11)と 、 前 記 各 螺 旋 状 板 (7)間 で か つ 前 記 内 側 ロ ー ラ (12)及 び 外 側 ロ ー
ラ (11)間 に 形 成 さ れ た 螺 旋 状 空 間 (14)と を 備 え 、
　 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル (16)は 前 記 螺 旋 状 空 間 (14)内 に 挿 入 保 持 さ れ 、 前 記 光 フ ァ イ バ
ケ ー ブ ル (16)の 他 端 (16b)は 前 記 支 持 台 (4)か ら 外 方 へ 導 出 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 空
間 安 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 ロ ー ラ (11,12)の 外 周 は 、 凹 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 空 間 安 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 電 子 機 器 (2)は 、 カ メ ラ よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 空 間 安 定
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 内 側 ロ ー ラ (12)の 配 設 位 置 は 、 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル (16)の 最 小 曲 げ 半 径 以 上 の
半 径 位 置 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の 何 れ か に 記 載 の 空 間 安 定
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 螺 旋 状 ス ロ ー プ (8)は 、 前 記 支 持 台 (4)の 外 縁 側 (9)に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 間 安 定 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 間 安 定 装 置 に 関 し 、 特 に 、 空 間 安 定 部 を 支 持 す る 支 持 台 内 の ロ ー ラ を 有 す
る 螺 旋 状 空 間 内 に 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 案 内 し 、 ロ ー ラ で 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 保 護 し 、
空 間 安 定 部 の 回 転 時 に お け る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に よ る モ ー タ へ の 負 荷 を 最 小 限 と す る た
め の 新 規 な 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 用 い ら れ て い た こ の 種 の 空 間 安 定 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ か ら ３ に 示
さ れ る 構 成 を 挙 げ る こ と が で き る が 、 何 れ も 、 カ メ ラ 等 の 電 子 機 器 に 信 号 配 線 用 に 接 続 さ
れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 、 空 間 安 定 部 か ら 支 持 台 を 経 て 信 号 処 理 側 へ 送 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ７ １ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ４ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ７ ８ ３ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 空 間 安 定 装 置 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い た た め 、 次 の よ う な 課 題 が 存 在 し て
い た 。
　 す な わ ち 、 空 間 安 定 部 側 か ら の 光 フ ァ イ バ は 、 支 持 台 側 へ の 駆 動 軸 内 を 経 て 配 設 さ れ て
い る が 、 光 フ ァ イ バ の 曲 げ 及 び ね じ り に は 所 定 の 限 界 が あ り 、 そ の 限 界 の 範 囲 内 で 配 設 し
て 空 間 安 定 部 を 回 転 さ せ る と 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に よ り モ ー タ へ の 負 荷 が 大 き く な り 、
障 害 が 発 生 す る こ と が あ っ た 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-295178 A 2007.11.8



【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 空 間 安 定 装 置 は 、 電 子 機 器 を 有 し 複 数 軸 方 向 へ 回 動 す る 複 数 の 枠 体 を 備 え
た 空 間 安 定 部 と 、 前 記 空 間 安 定 部 を 支 持 す る 支 持 台 と 、 前 記 電 子 機 器 に そ の 一 端 が 接 続 さ
れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル と か ら な る 空 間 安 定 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 台 内 に 設 け ら れ 螺 旋
状 板 か ら な る 螺 旋 状 ス ロ ー プ と 、 前 記 螺 旋 状 ス ロ ー プ の 各 螺 旋 状 板 間 の 内 縁 側 及 び 外 縁 側
に 配 設 さ れ た 複 数 の 内 側 ロ ー ラ 及 び 外 側 ロ ー ラ と 、 前 記 各 螺 旋 状 板 で か つ 前 記 内 側 ロ ー ラ
及 び 外 側 ロ ー ラ 間 に 形 成 さ れ た 螺 旋 状 空 間 と を 備 え 、 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 前 記 螺 旋
状 空 間 内 に 挿 入 保 持 さ れ 、 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 他 端 は 前 記 支 持 台 か ら 外 方 へ 導 出 さ
れ て い る 構 成 で あ り 、 ま た 、 前 記 各 ロ ー ラ の 外 周 は 、 凹 状 に 形 成 さ れ て い る 構 成 で あ り 、
ま た 、 前 記 電 子 機 器 は 、 カ メ ラ よ り な る 構 成 で あ り 、 ま た 、 前 記 内 側 ロ ー ラ の 配 設 位 置 は
、 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 最 小 曲 げ 半 径 以 上 の 半 径 位 置 に 設 定 さ れ て い る 構 成 で あ り 、
ま た 、 前 記 螺 旋 状 ス ロ ー プ は 、 前 記 支 持 台 の 外 縁 側 に 配 設 さ れ て い る 構 成 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 空 間 安 定 装 置 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 次 の よ う な 効 果 を 得
る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 空 間 安 定 部 の 電 子 機 器 に 接 続 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 、 支 持 台 内 の 螺 旋
状 ス ロ ー プ 上 の 螺 旋 状 空 間 内 に 螺 旋 状 に 巻 回 し て 配 設 さ れ て い る た め 、 支 持 台 上 の 空 間 安
定 部 を 回 転 さ せ て も 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル が モ ー タ へ の 負 荷 と な る こ と は な く 、 安 定 し た
空 間 安 定 動 作 と 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に よ る 安 定 し た 信 号 の 取 り 出 し を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 空 間 安 定 部 を 支 持 す る 支 持 台 の ロ ー ラ を 有 す る 螺 旋 状 空 間 内 に 光 フ ァ イ バ ケ
ー ブ ル を 案 内 し 、 ロ ー ラ で 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 保 護 し 、 空 間 安 定 部 の 回 転 時 に お け る 光
フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に よ る モ ー タ へ の 負 荷 を 最 小 限 と す る 空 間 安 定 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 と 共 に 本 発 明 に よ る 空 間 安 定 装 置 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ 及 び ２ に お い て 符 号 １ で 示 さ れ る も の は 複 数 軸 の ジ ン バ ル 構 成 か ら な る 空 間 安 定 部
で あ り 、 こ の 空 間 安 定 部 １ に は 、 デ ィ ジ タ ル 式 の カ メ ラ 等 か ら な る 電 子 機 器 ２ が 設 け ら れ
て い る 。
　 前 記 電 子 機 器 ２ は 、 こ の 空 間 安 定 部 １ の 作 用 に よ り 、 所 定 の 姿 勢 を 安 定 し て 継 続 す る こ
と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 空 間 安 定 部 １ の 下 部 に は 、 こ の 空 間 安 定 部 １ を ヨ ー 方 向 Ａ に 沿 っ て 回 転 さ せ る た め
の モ ー タ ３ を 有 す る 支 持 台 ４ が 設 け ら れ 、 こ の 支 持 台 ４ 内 の 外 縁 側 ４ Ａ ａ に は 光 フ ァ イ バ
ケ ー ブ ル 保 持 部 ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 保 持 部 ５ は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 板 を 螺 旋 状 に し
て 多 段 状 で 円 状 の 螺 旋 状 板 ７ か ら な る 螺 旋 状 ス ロ ー プ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
　 尚 、 こ の 螺 旋 状 ス ロ ー プ ８ は 、 支 持 台 ４ の 外 縁 側 ４ Ａ ａ に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 螺 旋 状 ス ロ ー プ ８ の 外 縁 側 ９ と 内 縁 側 １ ０ に は 、 外 側 ロ ー ラ １ １ と 内 側 ロ ー ラ １ ２
が 支 軸 １ ３ を 介 し て 回 転 自 在 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 各 螺 旋 状 ス ロ ー プ ８ 間 で か つ 各 ロ ー
ラ １ １ 、 １ ２ 間 に は 螺 旋 状 空 間 １ ４ が 形 成 さ れ 、 各 ロ ー ラ １ １ 、 １ ２ の 外 周 面 に は 凹 状 部
１ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 こ の 内 側 ロ ー ラ １ ２ の 配 設 位 置 は 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ ６
の 最 小 曲 げ 半 径 以 上 の 半 径 位 置 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 内 側 ロ ー ラ １ ２ か ら 外 側 ロ
ー ラ １ １ ま で は 、 所 定 の 間 隔 で 設 け ら れ 、 図 ２ の 断 面 図 で は 連 続 し て 設 け ら れ て い る 状 態
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が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ ６ は 、 一 端 １ ６ ａ が 前 記 電 子 機 器 ２ に 接 続 さ れ た
後 、 前 記 螺 旋 状 ス ロ ー プ ８ 内 に 案 内 さ れ て 螺 旋 状 に 周 回 し 、 そ の 他 端 １ ６ ｂ は 外 部 接 続 用
と し て 前 記 支 持 台 ４ の 下 部 位 置 へ 吊 下 げ 状 に 配 設 さ れ て い る 。
　 従 っ て 、 前 述 の 図 １ の 構 成 に お い て は 、 前 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 保 持 部 ６ の 螺 旋 状 ス ロ
ー プ ８ が 省 略 さ れ て い る た め 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ ６ の み が 螺 旋 状 に 形 成 さ れ て 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 空 間 安 定 部 １ の 図 ２ の 構 成 を 機 能 的 に 示 す と 、 図 ３ に 示 さ れ る 通 り で あ る （ 図 ３ は
図 ２ に 対 し て 上 下 逆 に 示 さ れ て い る ） 。
　 前 記 モ ー タ ３ に 設 け ら れ た 保 持 体 １ ７ に は 、 モ ー タ １ ０ Ａ と 第 １ 支 軸 ９ Ａ を 介 し て 第 １
枠 体 ２ ０ が ピ ッ チ 方 向 Ｂ に 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、 こ の 第 １ 枠 体 ２ ０ に は 第 ２ 支 軸 ２ １ 及 び
ト ル カ ２ ２ を 介 し て 第 ２ 枠 体 ２ ３ が ヨ ー 方 向 Ａ に 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 第 ２ 枠 体 ２ ３ に は 、 第 ３ 支 軸 ２ ４ 及 び ト ル カ ２ ５ を 介 し て 第 ３ 枠 体 ２ ６ が ピ ッ チ 方
向 Ｂ に 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、 こ の 第 ３ 枠 体 ２ ６ に は カ メ ラ ２ が ロ ー ル 方 向 Ｃ に 回 動 自 在 に
設 け ら れ て い る 。
　 従 っ て 、 前 記 空 間 安 定 部 １ は ５ 軸 の 空 間 安 定 に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ 枠 体 ２ ６ に は 、 赤 外
線 カ メ ラ ２ ８ 及 び レ ー ザ 測 距 装 置 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 前 述 の 構 成 に よ る 空 間 安 定 部 １ を 用 い た 空 間 安 定 装 置 １ ０ ０ を 用 い る 場 合 、 光
フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ ６ が 空 間 安 定 部 １ を 経 由 し て 支 持 台 ４ 内 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 保 持 部
５ の 螺 旋 状 空 間 １ ４ に 螺 旋 状 に 案 内 さ れ て 他 端 １ ６ ｂ が 外 部 に 導 出 さ れ て い る た め 、 支 持
台 ４ に 対 し て 空 間 安 定 部 １ が 回 転 し た 場 合 に 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ ６ が 伸 び 縮 み し た 状 況
で も 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ ６ は 各 ロ ー ラ １ １ 、 １ ２ の 凹 状 部 １ ５ と 摺 動 し 、 光 フ ァ イ バ
ケ ー ブ ル １ ６ の 損 傷 が 防 止 さ れ 、 か つ 、 モ ー タ ３ に 対 す る 過 負 荷 も 防 止 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 空 間 安 定 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 要 部 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 要 部 を 示 す 拡 大 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ 　 　 空 間 安 定 部
　 ２ 　 　 電 子 機 器 （ カ メ ラ ）
　 ３ 　 　 モ ー タ
　 ４ 　 　 支 持 台
　 ６ 　 　 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 保 持 部
　 ７ 　 　 螺 旋 状 板
　 ８ 　 　 螺 旋 状 ス ロ ー プ
　 ９ 　 　 外 縁 側
１ ０ 　 　 内 縁 側
１ １ 　 　 外 側 ロ ー ラ
１ ２ 　 　 内 側 ロ ー ラ
１ ３ 　 　 支 軸
１ ４ 　 　 螺 旋 状 空 間
１ ５ 　 　 凹 状 部
１ ６ 　 　 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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